
認知症を予防し、健康寿命を延ばそう‼ 

 

で例年にないお盆の迎え方になった事と思います。                                                          

「コロ

ナ慣れ」が広がりまん延防止等重点措置（緊

急事態宣言要請中）などの効果も薄れている

ように思われますが今が我慢の時一人ひとり

が強い危機感持って行動しなければリスク 

我が家のシャクナゲ狂い咲き 9/14 撮影         

 

 

 

  

 

 

            

 

 

 

（今年の藪椿花が少ないようです） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２5 号（2022・2・15 発行）   次回もお楽しみに‼ 

お知らせ 

まん延防止等重点措置も解除が厳し

い状況で延長になりそうです。よって 

2 月 22 日（火曜日）のいきいきサロンは

引き続き中止します。 

  

 

 

 梅のつぼみもほころび春の訪れを感じる季節と 

なりました。 

 コロナ禍による自粛で認知症が進行するリスク 

が高くなったと言われています。 

「社会的孤立」「運動不足」「抑うつ」などが認知 

症を進行させる大きな要因だからです。 

地域の交流が減り社会的に孤立した高齢者は、認知 

機能が低下する確率が２.７倍になり 2025 年には、 

６５歳以上の高齢者の 5 人に 1 人が認知症になると 

言われてますが、コロナ禍により想定以上に増える 

のではないかと危惧される。（新聞チラシ引用） 

～認知症は他人事ではない～ 
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